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今
月
の
史
遊
サ
ロ
ン
は
三
月
十
八
日
で
す

「
ト
ラ
ン
プ
劇
場
」
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「
イ

ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
脱
退
後
」
も
、
「
韓
国
の
新
体
制
」

も
目
が
離
せ
な
い
の
に
、
北
朝
鮮
で
は
「
金
正
男
の

暗
殺
」
を
公
然
と
実
行
、
秘
密
警
察
「
人
民
軍
保
衛

部
」
の
幹
部
五
人
が
銃
殺
さ
れ
た
と
も
言
い
ま
す
。 

日
本
で
も
週
刊
誌
に
は
「
小
池
劇
場
」
の
ニ
ュ
ー

ス
が
賑
わ
っ
て
い
て
、
ま
あ
、
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る

立
場
で
は
こ
ん
な
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
時
期
は

な
い
で
し
ょ
う
。 

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
、
エ
ミ
ー

ル
・
ク
ー
エ
の
法
則
、
す
な
わ
ち
「
努
力
逆
転
の
法

則
」
の
よ
う
に
、「
願
望
に
向
か
っ
て
努
力
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
深
み
に
は
ま
っ
て
逆
の
結
果
」
を
も
た

ら
し
ま
す
。
歴
史
に
遊
ぶ
者
と
し
て
、
通
常
な
ら
題

材
を
過
去
に
求
め
ま
す
が
、
現
今
の
情
勢
で
は
、
現

在
の
歴
史
に
忙
し
く
、
過
去
の
題
材
を
丁
寧
に
拾
っ

て
い
る
余
裕
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

だ
か
ら
『
史
遊
会
通
信
』
や
『
ま
ん
じ
』
に
、
韓

国
に
お
け
る
「
努
力
逆
転
の
法
則
」
の
事
例
を
書
き

ま
く
っ
て
い
ま
す
。 

金
正
男
暗
殺
事
件
に
関
連
し
て
は
、
李
氏
朝
鮮
の

王
位
後
継
を
め
ぐ
っ
て
十
五
年
に
一
回
、
党
争
に
よ

る
粛
清
や
殺
戮
事
件
が
起
き
て
い
た
こ
と
を
「
政
争

の
国
」
と
し
て
書
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
平
壌
版
王

子
の
乱
」
と
し
て
、
王
位
継
承
が
決
ま
っ
た
金
正
恩

が
「
人
民
軍
保
衛
部
」
を
動
員
し
て
、
金
正
男
の
平

壌
滞
在
時
の
隠
れ
家
を
襲
撃
し
て
暗
殺
を
謀
っ
た
事

件
の
こ
と
も
書
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
中
国
は
金
正

恩
の
世
襲
を
渋
っ
て
い
ま
し
た
が
、、
何
と
か
同
意

し
た
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
中
国
が
北
朝
鮮
の
崩
壊
を
恐

れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
し
た
。 

歴
史
的
に
見
る
と
、
李
朝
の
王
位
継
承
は
、
原
則

と
し
て
中
国
王
朝
の
「
勅
許
」
を
得
て
初
め
て
、
そ

の
正
当
性
が
保
証
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
な
の

に
、
今
や
金
正
恩
は
つ
い
に
金
正
男
を
暗
殺
し
て
中

国
王
朝
に
た
て
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
金
正
恩
が

追
い
込
ま
れ
て
い
る
証
拠
で
す
が
、
近
く
「
努
力
逆

転
の
法
則
」
が
起
こ
る
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
危
険
で
無
能
で
傲
慢
な
朴
槿
惠
の
外
交
政

策
に
つ
い
て
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
韓
国
」
や｢

セ
ウ
ォ

ル
号
事
件｣

や
「
韓
国
の
玉
璽
事
件
」
な
ど
で
盛
ん

に
書
き
ま
し
た
が
、
朴
槿
惠
が
「
親
日
」
の
烙
印
を

お
そ
れ
た
行
動
の
せ
い
で
、
今
や
次
期
大
統
領
候
補

の
五
人
が
全
て
「
反
日
」
と
な
る
「
成
果
」
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
う
っ
か
り
す
る
と
米
国
か
ら
放
り
出

さ
れ
る
危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

二
月
末
に
『
も
し
77
歳
以
上
の
波
平
が
77
人
集

ま
っ
た
ら
？
』
と
言
う
本
が
出
ま
し
た
。
話
題
の

『
も
し
波
平
が
77
歳
だ
っ
た
ら
？
』
の
第
２
弾
企

画
の
よ
う
で
す
が
、
三
戸
岡
道
夫
さ
ん
と
太
田
精
一

さ
ん
が
「
私
た
ち
は
生
涯
現
役
！
」
と
執
筆
さ
れ
て

い
ま
す
。
カ
ナ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
出
版

で
す
。 

 
 

今
月
の
史
遊
サ
ロ
ン
は
予
定
通
り
第
三
土

曜
日
の
三
月
十
八
日
で
す
。
会
場
は
定
例
の

銀
座
ル
ノ
ア
ー
ル
八
重
洲
北
口
会
議
室
。 

な
お
、
五
月
の
史
遊
サ
ロ
ン
も
予
定
通
り

第
三
土
曜
日
の
五
月
二
十
日
で
す
。 

「
自
由
執
筆
」
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
寄
せ

下
さ
い
。「
埋
め
草
」
も
大
歓
迎
。 
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パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
遷 

─

現
代
は
い
か
な
る
時
代
か─

 

諸 

橋 
 

奏 

 

一 

「
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
と
は
…
… 

パ
ラ
ダ
イ
ム
（
ギ
リ
シ
ア
語
の
パ
タ
ー
ン
を
意
味

す
る
）
の
語
が
生
ま
れ
る
に
い
た
る
西
洋
科
学
を
中

心
に
そ
の
歴
史
の
流
れ
を
眺
め
る
と 

・
紀
元
一
四
〇
年
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
天
文
学
者
プ

ト
レ
マ
イ
オ
ス
に
よ
っ
て
公
式
化
さ
れ
た
天
動
説
が

中
世
ま
で
約
一
四
〇
〇
年
間
絶
対
の
権
威
を
保
っ
て

い
た
。 

・
中
世
（
四
世
紀
末
ゲ
ル
マ
ン
民
族
ロ
ー
マ
領
に

侵
入
、
三
九
四
年
キ
リ
ス
ト
教
が
ロ
ー
マ
帝
国
の
国

教
に
、
三
九
五
年
ロ
ー
マ
帝
国
東
西
に
分
裂
、
一
〇

九
六
年
第
一
回
十
字
軍
～
一
二
七
〇
年
第
七
回
十
字

軍
、
一
四
五
三
年
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
滅
亡
）
の
世
界

観
は
「
神
を
中
心
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
物
事
を
説
明
す

る
も
の
で
あ
っ
た
」
。 

・
ル
ネ
サ
ン
ス─

一
三
世
紀
末
か
ら
一
五
世
紀
末

に
か
け
て
イ
タ
リ
ア
に
起
こ
り
、
次
い
で
全
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
波
及
し
た
人
間
中
心
お
よ
び
自
然
発
見
の
革

新
運
動
が─
 

・
一
八
世
紀
に
入
っ
て
始
ま
っ
た
近
代
科
学
に
お

い
て
は
「
神
な
し
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

そ
れ
に
は
次
の
人
々
の
貢
献
が
大
で
あ
っ
た
。 

ニ
コ
ラ
ス
・
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
（
一
四
七
三
～
一
五

四
三)

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
天
文
学
者
。
地
動
説
を
完
成

さ
せ
、
近
世
世
界
観
を
樹
立
。 

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
（
一
六
四
二
～
一
七

二
七)

イ
ギ
リ
ス
の
物
理
学
者
、
天
文
学
者
、
数
学

者
。
ガ
リ
レ
オ
に
よ
る
地
上
の
物
理
学
と
ケ
プ
ラ
ー

に
よ
る
天
上
の
物
理
学
を
統
合
し
、
近
代
物
理
学
の

基
礎
を
確
立
。 

ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
（
一
五
九
六
～
一
六
五
〇)

フ

ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
科
学
者
。
精
神
の
存
在
を
物
質

の
存
在
か
ら
峻
別
し
（
二
元
論
）、
近
代
科
学
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
を
最
初
に
確
立
し
た
思
想
家
。 

そ
し
て
こ
の
近
代
科
学
は
「
全
て
の
現
象
の
背
後

に
物
理
化
学
的
な
法
則
・
性
質
の
み
を
認
め
、
全
て

の
存
在
を
（
人
間
さ
え
も
）
た
だ
物
質
の
集
合
体
と

し
て
考
え
る
、
機
械
論
的
世
界
観
・
還
元
主
義
的
手

法
」
を
推
進
す
る
に
至
っ
た
。 

・
二
〇
世
紀
に
入
り
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
ニ

ュ
ー
ト
ン
力
学
の
基
本
前
提
で
あ
る
「
絶
対
時
間
・

絶
対
空
間
」
を
否
定
し
、
科
学
の
世
界
観
に
変
革
が

始
ま
っ
た
。 

ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
一
八
七
九

～
一
九
五
五)

ス
イ
ス
の
理
論
物
理
学
者
。
光
量
子

仮
説
、
特
殊
及
び
一
般
相
対
性
理
論
を
発
表
。
二
〇

世
紀
物
理
学
の
基
礎
を
築
く
。 

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
受
賞
。 

続
い
て
の
プ
ラ
ン
ク
、
ボ
ー
ア
、
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル

ク
ら
に
よ
る
量
子
力
学
に
よ
り
、
従
来
の
物
理
学
の

概
念
は
根
本
的
に
再
解
釈
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 

マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
（
一
八
五
八
～
一
九
四

七)

ド
イ
ツ
の
理
論
物
理
学
者
。
量
子
仮
説
を
発

表
。
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
貫
。 

ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア
（
一
八
八
五
～
一
九
六
二)

デ
ン
マ
ー
ク
の
理
論
物
理
学
者
。
相
対
性
原
理
。
量

子
論
の
父
。
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
。
東
洋
の
陰

陽
五
行
説
に
共
鳴
。 

ヴ
ヱ
ル
ナ
ー
・
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
（
一
九
〇
一
～

七
八)

ド
イ
ツ
の
理
論
物
理
学
者
。 

量
子
力
学
の
創

始
者
。
不
確
定
性
原
理
を
提
唱
。
龍
樹
、
イ
ン
ド
の

思
想
家
タ
コ
ー
ル
に
傾
倒
。 

・
こ
の
量
子
力
学
に
よ
り
因
果
的
決
定
論
に
基
づ

く
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
デ
カ
ル
ト
の
古
典
物
理
学
的
世
界

像
の
崩
壊
・
ロ
ゴ
ス
の
崩
壊
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

一
九
六
〇
年
代
に
興
っ
た
新
科
学
哲
学
の
潮
流
は

卜
マ
ス
・
ク
ー
ン
に
代
表
さ
れ
る
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
論
」

で
あ
る
。
ク
ー
ン
は
そ
の
著
「
科
学
革
命
の
構
造
」

で
「
科
学
的
真
理
は
永
遠
不
変
の
真
理
で
は
な
く
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
と
い
う
歴
史
的
枠
組
み
に
相
対
的
に
し

か
そ
の
妥
当
性
を
も
ち
え
な
い
」
と
「
生
成
す
る
真

理
」
を
提
唱
し
た
。 

ト
マ
ス
・
ク
ー
ン
（
一
九
二
二
～
九
六)

ア
メ
リ

カ
の
科
学
史
家
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
教
授
。 
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こ
れ
か
ら
先
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
論

は
当
て
は
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。「
世
界
観
」

の
転
換
、
「
基
本
的
枠
組
み
」
の
転
換
と
い
う
よ
う

な
意
味
に
用
い
ら
れ
る
。 

・
と
こ
ろ
で
、
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
多

く
が
、
あ
る
神
秘
的
体
験
を
持
つ
と
い
う
。 

ボ
ー
ア
、
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
に
つ
い
て
は
上
記
の

ご
と
く
で
あ
り
、
更
に
列
記
す
る
と 

ロ
バ
ー
ト
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
（
一
九
〇
四
～

六
七)

ア
メ
リ
カ
、
ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
研
究
所
長
。
原

爆
の
父
。
古
代
イ
ン
ド
の
哲
学
書
「
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ

ド
」
に
相
似
性
を
。 

湯
川
秀
樹(

一
九
〇
七
～
八
一)

理
論
物
理
学
者
。

中
間
子
論
を
発
表
。
「
素
領
域
理
論
」
の
ヒ
ン
ト
は

「
荘
子
」
に
。 

‘ 

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ジ
ョ
セ
フ
ソ
ン─

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
、
「
ジ
ョ
セ
フ
ソ
ン
接
合
」
で
ノ
ー
べ
ル
物
理
学

賞
。
東
洋
神
秘
主
義
（
イ
ン
ド
の
ヨ
ー
ガ
グ
ル
、
マ

ハ
リ
シ
・
マ
ヘ
シ
・
ヨ
ー
ギ
）
に
傾
倒
。 

ア
ー
サ
ー
・
ケ
ス
ト
ラ
ー─

要
素
還
元
主
義
批
判

の
急
先
鋒
、
「
ホ
ロ
ン
」
を
提
唱
し
、
そ
の
洞
察
の

源
を
神
秘
主
義
に
。 

・
次
の
ボ
ー
ム
と
プ
リ
ブ
ラ
ム
は
実
験
で
「
目
に

見
え
な
い
も
の
を
見
る
」
神
秘
体
験
を
。  

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ー
ム(

一
九
一
七
～
）
ロ
ン
ド

ン
大
、
理
論
物
理
学
、「
織
り
込
ま
れ
た
秩
序
と
開

き
出
さ
れ
た
秩
序
」
を
主
張
。
’ 

カ
ー
ル
・
プ
リ
ブ
ラ
ム─

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
、

神
経
生
理
学
、「
ネ
ズ
ミ
の
迷
路
学
習
実
験
」
で
、

ボ
ー
ム
の
「
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
理
論
」
に
同
調
。 

・
こ
れ
ら
の
現
代
科
学
の
流
れ
が
示
す
世
界
観
に

つ
い
て
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
の
物
理
学
者
、
フ
リ

ッ
チ
ョ
フ
・
カ
ブ
ラ
は
「
タ
オ
自
然
学
」
を
著
し
、

「
現
代
科
学
の
説
く
世
界
観
が
東
洋
の
宗
教
的
世
界

観
に
相
似
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
更
に
「
タ
ー

ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
」
で
、
現
在
、
世
界
が
抱
え
て

い
る
人
類
史
的
な
危
機
は
、
デ
カ
ル
ト
＝
ニ
ュ
ー
ト

ン
的
世
界
観
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を

切
り
抜
け
る
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
新

し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

主
張
す
る
。 
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因
み
に
「
東
洋
の
宗
教
的
世
界
観
」
に
つ
い
て
い

え
ば
、
ま
ず
日
本
の
古
神
道
・
か
む
な
が
ら
の
み
ち

(

惟
神
の
道)

「
神
道
は
日
本
民
族
の
形
成
以
来
、
自

然
に
対
す
る
独
自
の
感
受
性
を
も
と
に
、
目
に
見
え

な
い
カ
ミ
の
働
き
へ
の
崇
拝
を
育
て
た
が
、
開
祖
や

教
理
は
も
た
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
カ
ミ
を
ま
つ
り
、

禊
み
そ
ぎ 

祓
は
ら
え

を
行
っ
て
心
身
を
清
浄
に
す
る
、
素
朴
な

儀
礼
に
基
づ
く
民
族
宗
教
で
あ
っ
た
」(

山
折
哲
雄

『
イ
ミ
ダ
ス
’91
』
宗
教)

。｢

自
然
は
神
慮
の
ま
ま｣

と
感
受
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。 

仏
教
は
紀
元
前
五
世
紀
、
イ
ン
ド
の
王
子
ゴ
ー
タ

マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ(

釈
尊
・
仏
陀
・
釈
迦
牟
尼)

が

興
し
た
。
釈
尊
の
生
存
時
代
に
つ
い
て
は
欧
州
で
は

ス
リ
ラ
ン
カ
の
歴
史
書
を
重
視
し
、
そ
の
誕
生
を
紀

元
前
五
六
六
年
、
入
滅
を
紀
元
前
四
八
六
年
と
し
て

い
る
が
、
日
本
の
研
究
者
は
文
献
学
上
「
北
方
伝
承
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の
仏
滅
か
ら
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
即
位
算
定
の
紀
元
前

二
六
八
年
ま
で
を
百
十
六
年
と
し
」
誕
生
を
紀
元
前

四
六
三
年
と
考
え
て
い
る
。 

釈
迦
時
代
の
仏
教
、
原
始(

初
期)

仏
教
の
教
え
は

悟
り
に
至
る
ま
で
の
四
つ
の
真
理
「
四
諦
」、
こ
の

世
の
苦
を
ひ
ら
く
た
め
の
八
つ
の
方
法
「
八
正
道
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る(
『
図
解
日
本
の
仏
教
と
宗

派
』
宝
島
社)

。
釈
迦
入
滅
後
百
年
経
っ
た
こ
ろ
、

上
座
部
系
統
は
も
っ
ぱ
ら
修
業
と
禁
欲
に
よ
り
自
己

の
み
の
完
成
を
目
指
す
立
場
を
と
る
仏
教
と
し
て
セ

イ
ロ
ン
、
ビ
ル
マ
、
タ
イ
な
ど
の
南
方
に
伝
播(

南

方
仏
教)

。
一
方
大
衆
部
か
ら
は
大
衆
の
救
い
を
第

一
に
考
え
る
、
在
家
信
者
を
中
心
と
す
る
大
乗
仏
教

が
成
立
。
中
国
、
韓
国
、
日
本
、
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン

ゴ
ル
な
ど
に
伝
播(

北
方
仏
教)

し
た
。 

原
始
仏
教
か
ら
上
座
仏
教(

一
九
五
〇
年
、
コ
ロ

ン
ボ
の
世
界
仏
教
徒
会
議
の
決
議
で
小
乗
と
は
い
わ

な
い
こ
と
に)

を
へ
て
発
展
し
最
高
形
態
に
到
達
し

た
と
い
わ
れ
る
大
乘
仏
教
に
は
二
大
系
統
が
あ
る
。 

一
つ
は
中
觀
派
と
い
わ
れ
、
竜
樹

り
ゅ
う
じ
ゅ

を
祖
と
す
る

も
の
で
空
を
教
義
の
中
心(

根
本
真
理)

と
し
「
一
切

の
事
物
は
縁
起
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
永
遠
不

変
の
固
定
的
実
体
が
な
い
」
と
考
え
る
系
統
。 

も
う
一
つ
は
唯
識
派
と
い
わ
れ
、
世
親

せ

じ

ん(

天
親

て
ん
じ
ん) 

(

四
～
五
世
紀
こ
ろ
の
北
西
イ
ン
ド
の
僧)

が
大
成
し

た
説
で
、「
唯
識
と
は
心
の
ほ
か
に
法(

存
在
す
る
も

の)

が
な
い
、
人
間
の
心
に
ふ
れ
て
初
め
て
世
界
が

生
じ
る
」
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
大

乗
仏
教
も
イ
ン
ド
で
は
滅
び
、
中
国
・
朝
鮮
で
は
形

骸
化
し
、
日
本
で
の
み
仏
陀
の
心
か
ら
生
ま
れ
た
大

乗
仏
教
の
理
念
「
慈
悲(

思
い
や
り)

」
す
な
わ
ち
本

来
「
四
苦
八
苦
」
の
苦
で
出
来
て
い
る
人
生
か
ら
苦

を
な
く
す
教
え
と
し
て
生
き
て
い
る
と
い
う
の
が
実

情
で
あ
ろ
う
。 

中
国
仏
教
は
と
も
か
く
、
中
国
の
宗
教
的
世
界
観

を
代
表
す
る
の
は
儒
教
と
道
教
で
あ
る
。 

も
っ
と
も
儒
教
は
「
宗
教
と
し
て
よ
り
は
社
会
道

徳
や
政
治
倫
理
と
し
て
」
受
容
さ
れ
て
い
る
が
。
儒

教
の
祖
は
孔
子(

紀
元
前
五
五
一
～
紀
元
前
四
七
九)

で
あ
る
。
孔
子
は
中
国
古
来
の
思
想
家
を
尊
崇
し
て

こ
れ
ら
を
大
成
、
仁
を
理
想
の
道
徳
と
し
、
孝
悌
と

忠
恕
と
を
以
て
理
想
を
達
成
す
る
根
底
と
し
た
。
忠

恕
と
は
「
ま
ご
こ
ろ
と
お
も
い
や
り
」
で
、
仁
を
天

道
の
発
現
と
み
な
し
、
一
切
の
諸
徳
を
統
べ
る
主
徳

と
し
た
。 

一
方
、
道
教
は
儒
家
と
共
に
中
国
の
二
大
学
派
を

な
し
、
そ
の
祖
は
老
子(

春
秋
戦
国
時
代─

紀
元
前

七
七
〇
～
紀
元
前
二
二
一)

で
、「
宇
宙
の
根
本
原
理

(

本
体)

を
道(

タ
オ)

と
す
る
教
説
が
根
本
を
な
し
、

道
は
絶
対
的
で
あ
る
と
し
、
清
静
・
恬
淡
・
無
為
・

自
然
に
帰
す
れ
ば
乱
離
な
し
」
と
説
い
た
。
後
に
老

子
の
学
は
荘
子(

紀
元
前
四
世
紀
ご
ろ)

が
継
ぎ
「
万

物
は
斉
同
で
生
死
な
ど
の
差
別
を
超
越
す
る
」
こ
と

を
説
い
た
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
東
洋
の
宗
教
的
世
界
観
は
「
自

然
を
目
に
見
え
な
い
カ
ミ
の
働
き
」
と
感
受
し
、

「
誠
者
天
之
道
也
。
誠
之
者
、
人
之
道
也
。」(

中
庸

二
十
章)

と
知
見
す
る
心
の
働
き
を
根
本
と
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。 

 

私
見
と
し
て
は
、
新
科
学
哲
学
を
代
表
す
る
「
パ

ラ
ダ
イ
ム
論
」
が
指
摘
す
る
「
新
し
い
世
界
観
が

『
東
洋
の
宗
教
的
世
界
観
』
に
相
似
し
て
い
る
」
と

の
世
界
観
は
、
仏
教
の
「
般
若
波
羅
蜜
多
」(

正
し

い
判
断
力
に
よ
る
真
実
に
と
う
た
つ
す
る
た
め
の
実

践)

の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
考
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
。 
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 (
東
洋
大
学
教
授
金
岡
秀
友
記) 

 [

仏
説

ぶ
っ
せ
つ

摩
訶

ま

か]
 

般
若

は
ん
に
ゃ

波
羅
蜜
多

は

ら

み

つ

た

心

経

し
ん
ぎ
ょ
う 

 
(

唐
三
蔵
法
師
玄
奘
訳

と
う
さ
ん
ぞ
う
ほ
う
し
げ
ん
じ
ょ
う
や
く)

 

 

觀
自
在
菩
薩

か
ん
じ
ざ
い
ぼ
さ
つ

、
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時

ぎ
ょ
う
じ
ん
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
つ
た
じ

、

照
見
五
薀
皆
空

し
ょ
う
け
ん
ご
う
ん
か
い
く
う

、
度
一
切
苦
厄

ど
い
っ
さ
い
く
や
く

、
舍
利
子

し

ゃ

り

し

、

色
不
異
空

し

き

ふ

い

く

う

、
空
不
異
色

く

う

ふ

い

し

き

、
色
即
是
空

し
き
そ
く
ぜ
く
う

、
空
即
是
色

く
う
そ
く
ぜ
し
き

、

受
想
行
識
亦
復
如
是

じ
ゅ
そ
う
ぎ
ょ
う
し
き
や
く
ぶ
に
ょ
ぜ

、
舍
利
子

し

ゃ

り

し

、
是
諸
法
空
相

ぜ
し
ょ
ほ
う
く
う
そ
う

、

不
生
不
滅

ふ
し
ょ
う
ふ
め
つ

、
不
垢
不
淨

ふ

く

ふ

じ

ょ

う

、
不
増
不
減

ふ

ぞ

う

ふ

げ

ん

、
是
故
空
中

ぜ
こ
く
う
ち
ゅ
う

、

無
色

む

し

き

、
無
受
想
行
識

む
じ
ゅ
そ
う
ぎ
ょ
う
し
き

、
無
眼
耳
鼻
舌
身
意

む

げ

ん

に

び

ぜ

つ

し

ん

に

、 

無
色
声
香
味
触
法

む
し
き
し
ょ
う
こ
う
み
そ
く
ほ
う

、
無
眼
界

む
げ
ん
か
い

、
乃
至
無
意
識
界

な

い

し

む

い

し

き

か

い

、 

無
無
明

む
む
み
ょ
う

、
亦
無
無
明
尽

や
く
む
む
み
ょ
う
じ
ん

、
乃
至
無
老
死

な

い

し

む

ろ

う

し

、 

亦
無
老
死
尽

や
く
む
ろ
う
し
じ
ん

、
無
苦
集
滅
道

む
く
し
ゅ
う
め
つ
ど
う

、
無
智
亦
無
得

む

ち

や

く

む

と

く

、 

以
無
所
得
故

い

む

し

ょ

と

く

こ

、
菩
提
薩
埵

ぼ

だ

い

さ

つ

た

、
依
般
若
波
羅
蜜
多
故

え

は

ん

に

ゃ

は

ら

み

つ

た

こ

、 

心
無
罣
礙
無
罣
礙
故

し

ん

む

け

い

げ

む

け

い

げ

こ

、
無
有
恐
怖

む

う

く

ふ

、
遠
離

お

ん

り[

一
切

い
っ
さ
い] 

顛
倒
夢
想

て
ん
ど
う
む
そ
う

、
究
竟
涅
槃

く
き
ょ
う
ね
は
ん

、
三
世
諸
佛

さ
ん
ぜ
し
ょ
ぶ
つ

、 

依
般
若
波
羅
蜜
多
故

え

は

ん

に

ゃ

は

ら

み

つ

た

こ

、
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

と
く
あ
の
く
た
ら
さ
ん
み
ゃ
く
さ
ん
ぼ
だ
い

、 

故
知
般
若
波
羅
蜜
多

こ

ち

は

ん

に

ゃ

は

ら

み

つ

た

、
是
大
神
咒

ぜ
だ
い
じ
ん
し
ゅ

、
是
大
明
咒

ぜ
だ
い
み
ょ
う
し
ゅ

、 

是
無
上
咒

ぜ
む
じ
ょ
う
し
ゅ

、
是
無
等
等
咒

ぜ
む
と
う
と
う
し
ゅ

、
能
除
一
切
苦

の
う
じ
ょ
い
っ
さ
い
く

、

真
実
不
虛

し

ん

じ

つ

ふ

こ

、
故
說
般
若
波
羅
蜜
多
咒

こ
せ
つ
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
つ
た
し
ゅ

、
即
說
咒
曰

そ
く
せ
つ
し
ゅ
わ
つ 

 

掲
諦
掲
諦

ぎ
や
て
い
ぎ
や
て
い

、
般
羅
掲
諦

は

ら

ぎ

や

て

い

、
般
羅
僧
掲
諦

は
ら
そ
う
ぎ
や
て
い

、 
 

菩
提
僧
莎
呵

ぼ

う

じ

そ

わ

か 

般
若

は
ん
に
ゃ(

波
羅
蜜
多

は

ら

み

つ

た)

心

経

し
ん
ぎ
よ
う 

  [

仏
説
摩
訶] 
般
若
波
羅
蜜
多
心
経 

(

唐
の
三
蔵
法
師
玄
奘
訳
す) 

観
自
在
菩
薩
、
深
般
若
波
羅
蜜
多
を
行
ず
る
時
、
五

蘊
は
皆
空
な
り
と
照
見
し
て
、
一
切
の
苦
厄
を
度
し

た
も
う
。
舎
利
子
よ
、
色
は
空
に
異
な
ら
ず
、
空
は

色
に
異
な
ら
ず
。
色
は
す
な
わ
ち
こ
れ
空
、
空
は
す

な
わ
ち
こ
れ
色
な
り
。 

受
想
行
識
も
亦
ま
た
か
く

の
如
し
。
舍
利
子
よ
、
こ
の
諸
法
は
空
相
に
し
て
、

不
生
に
し
て
不
滅
。
不
垢
に
し
て
不
浄
。
不
増
に
し

て
不
減
な
り
。
是
の
故
に
空
の
中
に
は
色
も
無
く
、

受
・
想
・
行
・
識
も
無
く
、
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・

身
・
意
も
無
く
、
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
も
無

く
、
眼
界
も
無
く
、
乃
至
意
識
界
も
無
し
。
無
明
も

無
く
、
亦
無
明
の
尽
く
る
こ
と
も
無
く
、
乃
至
老
死

も
無
く
、
亦
老
死
の
尽
く
る
こ
と
も
無
し
。
苦
集
滅

道
も
無
し
。
智
も
無
く
亦
得
も
無
し
。
無
所
得
を
以

て
の
故
に
。
菩
提
薩
埵
は
、
般
若
波
羅
蜜
多
に
依
る

が
故
に
、
心
に
罣
礙
無
し
。
罣
礙
無
き
が
故
に
、
恐

怖
有
る
こ
と
無
し
。[

一
切
の]

傾
倒
夢
想
を
遠
離
し

て
、
涅
槃
を
究
竟
す
。
三
世
の
諸
仏
も
、
般
若
波
羅

蜜
多
に
依
る
が
故
に
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得

た
も
う
。
故
に
知
る
、
般
若
波
羅
蜜
多
は
、
是
れ
大

神
咒
な
り
。
是
れ
大
明
咒
な
り
。
是
れ
無
上
咒
な

り
。
是
れ
無
等
等
咒
な
り
。
能
く
一
切
の
苦
を
除
き

真
実
に
し
て
虚
し
か
ら
ず
。
故
に
般
若
波
羅
蜜
多
の

咒
を
説
く
。
即
ち
咒
を
説
い
て
曰
く
。 

掲
諦
掲
諦
、
般
羅
掲
諦
、
般
羅
僧
掲
諦
、
菩
提
僧
莎

訶 

般
若(

波
羅
蜜
多)

心
経 
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『
仏
教
通
史
』
用
語
解
説 

<

抜
萃> 

 

空 

存
在
す
る
も
の
に
は
、
実
体
・
我
が
な
い
と
考
え

る
思
想
で
あ
る
。
す
べ
て
の
も
の
は
相
縁よ

り
、 

相

起
こ
っ
て
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
実
体
と
し

て
不
変
な
自
我
が
そ
の
中
に
存
在
す
る
筈
が
な
い
。 

し
た
が
っ
て
実
体
あ
り
と
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な

い
し
、
存
在
し
な
い
と
と
ら
わ
れ
て
も
な
ら
な
い
わ

け
で
あ
る
。
す
べ
て
の
も
の
は
、
人
も
そ
の
他
の
存

在
も
相
対
的
な
関
係
に
あ
り
、
一
つ
の
存
在
や
主
義

に
と
ら
わ
れ
た
り
、
絶
対
視
し
た
り
し
て
は
な
ら
な

い
。
般
若
経
系
統
の
思
想
の
根
本
と
さ
れ
る
。 

慈
悲 仏

教
に
お
け
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
倫
理
項
目

で
、
〝
慈
〟
と
は
相
手
に
楽
し
み
を
与
え
る
こ
と
、  

〝
悲
〟
と
は
相
手
か
ら
苦
し
み
を
抜
き
去
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
を
体
得
し
て
、
対
象
を
差
別
せ
ず
に
慈

悲
を
か
け
る
も
の
が
〝
覚
者
〟
す
な
わ
ち

仏
ほ
と
け

で
あ

り
、
そ
れ
を
象
徵
的
に
表
現
し
た
も
の
が
、
観
音
・

地
蔵
の
両
菩
薩
で
あ
る
。
や
さ
し
く
い
う
と
、
慈
悲

と
は
〝
相
手
と
共
に
喜
び
共
に
悲
し
ん
で
あ
げ
る
〟

と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

智
慧
（
般
若
） 

普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
〝
知
恵
〟
と
は
区
別
し

て
、
わ
ざ
わ
ざ
仏
教
で
は
〝
般
若
〟
の
漢
訳
と
し
て

こ
の
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、
正
邪
を
区
別
す
る
正

し
い
判
断
力
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
完
全
に
備
え
た
も

の
が
、
〝
仏
陀
〟
で
あ
る
。
単
な
る
知
識
で
は
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
背
後
に
存
在
す
る
真
実
の
姿

を
見
ぬ
く
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
、
こ
れ
を
得
て
さ

と
り
の
境
地
に
達
す
る
た
め
の
実
践
を
，
〝
般
若
波

羅
蜜
〟
と
い
う
。 

涅
槃 梵

語
の
〝
吹
き
消
す
〟
と
い
う
意
味
の
、
ニ
ル
バ

ー
ナ
と
ぃ
う
単
語
の
漢
音
写
で
、
〝
滅
〟
〝
滅
度
〟

〝
寂
滅
〟
な
ど
と
訳
さ
れ
る
。
丁
度
ロ
ー
ソ
ク
の
火

を
吹
き
消
す
よ
う
に
、
欲
望
の
火
を
吹
き
消
し
た
も

の
が
到
達
す
る
境
地
で
、
こ
れ
に
到
達
す
る
こ
と

を
、
〝
入
涅
槃
〟
と
い
い
、 

達
し
た
も
の
を
〝
仏

陀
〟
と
よ
ぶ
。
釈
迦
牟
尼
仏
が
亡
く
な
っ
た
瞬
間

を
、
〝
入
涅
槃
〟
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
肉
体
が

滅
び
た
と
き
に
完
全
に
煩
悩
の
火
が
消
え
る
、
と
い

う
考
え
方
か
ら
で
、
普
通
は
、
三
十
五
才
で
仏
に
な

っ
た
と
き
に
〝
涅
槃
〟
の
状
態
に
達
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。 

    

     

一
月
二
十
一
日
の
史
遊
会
サ
ロ
ン
の
時
、「
新
渡

戸
稲
造
」
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
中
島
茂
さ
ん
が
、

大
学
時
代
の
友
人
・
中
川
俊
彦
さ
ん
の
「
サ
イ
パ
ン

戦
体
験
談
」
が
と
て
も
感
動
的
だ
と
、
平
成
二
十
五

年
八
月
十
一
日
付
の
「
埼
玉
新
聞
」
の
コ
ピ
ー
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
際
、
で
き
れ
ば
中
川
俊
彦
さ
ん
を
サ
ロ
ン
に

お
連
れ
し
て
、
紹
介
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

そ
の
後
、
新
し
い
連
絡
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

「
水
を
探
し
に
行
っ
た
父
を
待
て
ず
、
一
生
の
別
れ

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
を
語
り
継
ぐ
元
公
務
員

の
中
川
さ
ん
は
、
平
成
八
年
春
の
叙
勲(

瑞
宝
中
綬

章)

の
際
に
、
受
章
者
を
代
表
し
て
天
皇
陛
下
に
挨

拶
し
、
退
出
の
際
に
、
陛
下
か
ら
「
サ
イ
パ
ン
で
は

大
変
で
し
た
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。 お

そ
ら
く
、
今
月
の
サ
ロ
ン
に
出
席
さ
れ
、
ご
自

身
の
苛
烈
な
戦
争
体
験
と
平
和
へ
の
祈
り
を
お
話
く

だ
さ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

中
島
茂
さ
ん
の
友
人
の 

「
サ
イ
パ
ン
戦
体
験
記
」 
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出
雲
大
社
再
考
（
一
一
） 

 
近
世
最
大
危
機
佐
太
神
社
紛
争(

３) 

 
 
 

寛
文
遷
宮
と
神
仏
分
離 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村 

上 

邦 

治 

 

慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
五
）
の
遷
宮
で
は
、
徳
川

幕
府
は
豊
臣
家
の
蓄
財
を
消
耗
さ
せ
る
た
め
、
秀
頼

を
願
主
と
し
て
、
仮
殿
式
（
七
丈
以
下
）
に
よ
る
本

殿
を
建
立
さ
せ
た
。
し
か
し
本
殿
は
朱
塗
り
に
さ

れ
、
境
内
に
は
三
重
塔
、
鐘
楼
な
ど
仏
教
施
設
が
あ

り
、
名
刹
鰐
淵
寺
僧
侶
が
読
経
し
、
神
仏
習
合
で
あ

っ
た
。 

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
、
次
の
遷
宮
に
当
た

り
、
国
造
（
千
家
尊
光
）
と
社
家
（
北
嶋
上
官
佐
草

自
清
）
一
体
と
な
っ
て
、
正
殿
式
（
八
丈
）
に
よ
る

遷
宮
と
神
仏
分
離
を
、
幕
府
・
松
江
藩
に
働
き
か
け

た
。
当
時
の
寺
社
奉
行
井
上
正
利
（
遠
江
横
須
賀
藩

主
後
常
陸
五
万
石
笠
間
藩
主
）
は
、
山
崎
闇
斎
に
師

事
し
、
神
仏
分
離
に
積
極
的
な
奉
行
で
あ
っ
た
。
ま

た
松
江
藩
主
は
、
堀
尾
氏
に
代
わ
っ
て
敬
神
家
松
平

直
政
（
家
康
の
孫
、
結
城
秀
康
の
子
）
が
、
寛
永
一

五
年
（
一
六
三
八
）
に
入
国
し
て
い
た
。 

幕
府
は
寛
文
遷
宮
に
際
し
、
四
〇
〇
年
以
上
途
切

れ
て
い
た
正
殿
式
に
よ
る
本
殿
造
営
の
た
め
、
将
軍

家
綱
を
願
主
、
藩
主
直
政
を
惣
奉
行
と
し
て
、
造
営

費
用
全
額
の
銀
子
二
千
貫
目
（
金
四
万
両
現
在
価
値

四
〇
億
円
）
を
供
出
し
た
。
内
訳
は
、
材
木
費
九
百

貫
、
大
工
・
日
雇
等
三
二
〇
貫
が
主
要
な
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
に
は
摂
・
末
社
、
拝
殿
な
ど
す
べ
て

の
社
が
建
て
替
え
ら
れ
た
。
伊
勢
神
宮
（
二
〇
年
毎

遷
宮
）
の
支
援
が
、
千
五
百
両
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
異
例
の
肩
入
れ
で
あ
っ
た
。 

本
殿
造
営
で
苦
労
し
た
の
は
、
心
御
柱
の
檜
を
見

出
す
こ
と
で
、
全
国
探
し
て
も
難
し
く
、
や
む
な
く

杉
に
変
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
但
馬
国
妙
見
山

（
兵
庫
県
養
父
市
）
名
草
神
社
の
御
神
木
が
適
う
こ

と
が
判
明
、
尼
子
経
久
が
建
立
し
た
三
重
塔
（
戦
前

国
宝
現
国
重
文
）
と
の
交
換
に
よ
り
、
や
っ
と
手
当

で
き
た
の
で
あ
る
。
本
殿
は
、
古
来
の
白
木
に
戻
さ

れ
た
。 

同
時
に
寺
社
奉
行
・
松
江
藩
か
ら
、
境
内
か
ら
仏

教
的
色
彩
の
も
の
は
、
す
べ
て
排
除
す
る
こ
と
が
指

示
さ
れ
た
。
鐘
楼
、
護
摩
堂
や
大
日
如
来
、
観
音
菩

薩
な
ど
が
、
取
り
除
か
れ
た
。
常
駐
し
て
い
た
鰐
淵

寺
僧
侶
や
本
願
な
ど
、
全
仏
徒
を
追
放
し
た
。
伊
勢

神
宮
の
神
仏
分
離
は
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の

第
五
〇
回
式
年
遷
宮
か
ら
で
あ
り
、
大
社
で
は
百
年

早
く
、
明
治
維
新
廃
仏
毀
釈
の
二
百
年
前
で
あ
っ

た
。 

こ
の
時
、
祭
神
を
ス
サ
ノ
ウ
尊
か
ら
、
本
来
の
大

己
貴
神
に
戻
さ
れ
た
。
長
州
藩
主
毛
利
綱
広
が
正
面

に
青
銅
鳥
居
を
寄
進
し
た
が
、
こ
れ
に
は
、
祭
神
は

ス
サ
ノ
ウ
尊
と
な
っ
て
お
り
、
い
か
に
慌
た
だ
し
く

大
己
貴
神
に
戻
し
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。 

ま
た
年
頭
の
将
軍
御
目
見
順
は
、
伊
勢
、
石
清

水
、
離
宮
八
幡
の
次
で
あ
っ
た
が
、
伊
勢
に
次
ぐ
二

番
目
に
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
、
社
格
の
向
上
が
実
現

し
た
。 

こ
う
し
て
幕
府
と
松
江
藩
の
全
面
支
援
に
よ
り
、

正
殿
式
本
殿
の
復
活
と
、
神
仏
分
離
が
一
挙
に
実
現

さ
れ
、
近
世
に
お
け
る
興
隆
期
を
迎
え
た
の
で
あ

る
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

（
こ
の
項
続
く
） 
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目
白
台
と
神
田
川
周
辺
の
空
間
観
察 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

本 

鎭 

雄 

 

東
京
の
中
野
区
新
井
に
生
ま
れ
、
杉
並
区
の
荻
窪

で
育
っ
た
。
そ
の
後
、
仙
台
と
広
島
の
地
方
都
市
で

過
ご
し
、
東
京
に
戻
っ
た
。「
目
白
の
女
子
大
学
」

に
勤
務
し
た
当
初
は
授
業
と
同
僚
と
の
夜
の
付
き
合

い
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
「
書
か
ざ
る
も
の
は
亡
ぶ
」

（
清
水
幾
太
郎
）
と
い
う
至
言
を
信
じ
、
当
初
は
授

業
の
な
い
と
き
は
下
宿
で
本
読
み
と
物
書
き
に
費
や

し
、
も
っ
ぱ
ら
下
宿
と
職
場
を
、
講
義
、
委
員
会
や

教
授
会
の
出
席
の
た
め
に
往
来
し
た
。 

次
第
に
授
業
に
も
余
裕
が
出
来
、
授
業
の
合
間
に

目
白
台
と
そ
こ
を
貫
通
す
る
目
白
通
り
と
神
田
川
の

周
辺
を
散
策
し
、
タ
ウ
ン
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
頃
、
商
店
の
看
板
、
電
柱
に
貼
ら

れ
た
ポ
ス
タ
ー
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
な
ど
の｢

物
件｣

を
観
察
し
、
そ
れ
に
「
意
味
」
を
解
読
す
る
「
路
上

観
察
学
」
が
流
行
し
て
い
た
。 

私
が
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
個
々
の
「
物
件
」
で

は
な
く
、
目
前
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
「
都
市
空

間
」
だ
っ
た
。
路
上
の
周
囲
を
観
察
し
、
生
き
生
き

し
た
生
活
や
隠
さ
れ
た
歴
史
を
解
読
す
る
こ
と
を
試

み
た
。
こ
の
よ
う
な
タ
ウ
ン
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
私
は

「
空
間
観
察
学
」
と
称
し
、
そ
の
実
習
に
は
ま
り
こ

み
、「
一
人
遊
び
」
を
し
た
。 

そ
の
際
、
江
戸
末
期
の
嘉
永
年
間
に
発
行
さ
れ
た

｢

尾
張
屋
版
江
戸
切
絵
図
」
三
十
二
枚
の
う
ち
、｢

雑

司
ヶ
谷
音
羽
絵
図
」（
以
下
、「
切
絵
図
」
と
省
略
す

る
）
と
最
新
の
地
図
を
携
帯
し
た
。
目
白
通
り
や
不

忍
通
り
を
は
じ
め
、
道
路
と
そ
の
横
町
を
歩
き
、
街

並
み
、
敷
地
や
家
屋
の
規
模
を
探
り
、
道
路
が
直
線

か
、
曲
が
り
く
ね
っ
て
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
幅

員
の
長
さ
な
ど
を
注
意
ふ
か
く
比
較
す
る
と
、
ま
ず

概
念
図
を
作
成
し
て
、，
各
地
域
に
見
通
し
を
立
て

た
が
、
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 
 

三
つ
の
地
域
の
比
較 

そ
も
そ
も
、
目
白
の
地
名
は
江
戸
川
（
現
在
は
神

田
川
）
に
沿
っ
て
、
高
台
に
長
谷
寺
が
あ
っ
て
、
江

戸
五
色
不
動
の
一
つ
、
目
白
不
動
が
設
置
さ
ら
れ
て

い
た
。
現
在
は
廃
寺
と
な
り
、
豊
島
区
の
金
乗
院

（
新
長
谷
寺
）
に
、
狐
の
白
色
の
レ
プ
リ
カ
と
思
わ

れ
た
が
、
設
置
さ
れ
て
い
た
。
と
ま
れ
、
目
白
、
目

白
台
、
目
白
通
り
の
地
名
は
目
白
不
動
、
そ
れ
に
通

じ
る
目
白
坂
に
由
来
す
る
。 

目
白
通
り
は
「
小
石
川
・
目
白
台
」
の
山
伝
い
の

尾
根
道
で
あ
る
。
山
手
線
の
目
白
駅
前
か
ら
椿
山
荘

方
面
へ
都
営
バ
ス
に
乗
り
、
そ
の
途
中
に
明
治
通
り

と
交
差
す
る
高
い
千
登
世
橋
が
あ
っ
て
、
バ
ス
の
窓

か
ら
見
下
ろ
す
と
、
目
白
通
り
は
目
白
台
の
尾
根
道

を
整
備
拡
張
し
た
こ
と
が
分
か
る
。 

さ
て
、
私
が
作
成
し
た
概
念
図
に
よ
れ
ば
、
Ａ
の

地
域
は
目
白
通
り
に
沿
い
、
文
京
区
に
限
れ
ば
、
広

い
敷
地
に
あ
る
日
本
女
子
大
学
豊
明
小
学
校
、
旧
田

中
角
栄
邸
、
目
白
運
動
場
、
椿
山
荘
、
東
京
カ
テ
ド

ラ
ル
聖
マ
リ
ア
大
聖
堂
そ
の
他
が
あ
る
。
目
白
通
り

か
ら
急
傾
斜
の
胸
突
坂
を
下
る
と
、
芭
風
園
、
永
青

文
庫
、
さ
ら
に
中
央
に
池
が
あ
っ
て
、
回
廊
式
の
庭

園
の
新
江
戸
川
公
園
な
ど
が
あ
る
。 

「
切
絵
図
」
に
よ
れ
ば
、
徳
川
幕
府
か
ら
拝
領
さ
れ

た
諸
大
名
（
松
平
、
細
川
、
黒
田
、
小
笠
原
、
溝
口

な
ど
）
の
広
大
な
下
屋
敷
が
目
立
つ
。
下
屋
敷
は
江

戸
市
中
の
大
火
の
際
、
避
難
用
と
し
て
、
ま
た
夏
季

の
避
暑
用
と
し
て
造
作
さ
れ
た
。
高
台
か
ら
は
、
江

戸
市
中
や
富
士
山
を
眺
望
す
る
こ
と
が
出
来
る
格
好

の
適
地
で
あ
ろ
う
。 

Ｂ
の
地
域
は
、
そ
の
大
部
分
は
武
家
屋
敷
と
組
屋

敷
だ
っ
た
。
一
部
は
大
名
の
下
屋
敷
だ
っ
た
。
全
体

と
し
て
街
区
の
形
態
や
敷
地
割
り
は
整
然
と
し
て
い

て
、
道
は
広
く
は
な
い
が
、
住
宅
地
と
し
て
独
立
し

て
い
た
。「
切
絵
図
」
を
見
る
と
、
矢
場
や
的
場
、

鉄
砲
坂
が
あ
り
、
弓
組
や
鉄
砲
組
の
中
級
・
下
級
武

士
の
武
家
屋
敷
か
、
与
力
・
同
心
の
組
屋
敷
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
中
級
武
士
は
主
君
か
ら
三
百
坪
ほ

ど
の
敷
地
を
与
え
ら
れ
、
住
屋
を
自
前
で
造
作
し
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た
。
下
級
武
士
は
百
坪
ほ
ど
の
敷
地
を
与
え
ら
れ
、

そ
こ
に
住
屋
を
自
前
で
造
作
し
た
よ
う
だ
。 

江
戸
時
代
の
武
家
屋
敷
と
組
屋
敷
は
、
今
で
は
敷

地
は
細
分
化
さ
れ
、
住
宅
も
密
集
し
、
商
店
、
事
務

所
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
、
駐
車
場
、
銭
湯
な

ど
が
混
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
地
域
と
し
て
独

立
性
が
強
く
、
緑
の
多
い
閑
静
な
住
宅
地
で
あ
る
。

こ
の
地
域
に
日
本
女
子
大
学
が
あ
る
が
、
新
潟
に
あ

っ
た
新
発
田
藩
の
藩
主
の
溝
口
又
十
郎
の
下
屋
敷
で

あ
っ
た
と
い
う
。 

Ｃ
の
地
域
は
、
「
切
絵
図
」
を
見
る
と
、
清
土
道

（
現
、
不
忍
通
り
）
に
沿
っ
て
、
そ
の
西
側
の
武
家

屋
敷
が
数
軒
あ
る
が
、
百
姓
町
と
畑
地
が
広
が
っ
て

い
る
。
そ
し
て
目
白
通
り
と
鬼
子
母
神
の
門
前
通
り

に
沿
っ
て
、
町
人
が
住
む
「
町
家
」
が
あ
る
。
鬼
子

母
神
の
参
道
に
は
茶
屋
、
蕎
麦
屋
、
土
産
物
屋
が
軒

を
並
べ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

こ
の
地
域
を
雑
司
ヶ
谷
と
い
う
。
そ
の
地
名
は
時

代
に
よ
っ
て
雑
式
谷
、
蔵
主
ヶ
谷
、
僧
司
谷
な
ど
と

称
し
て
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
八
代
将
軍
吉
宗
が

来
着
し
た
時
、
あ
ま
り
に
も
「
混
雑
」
し
て
い
た
た

め
、
「
混
雑
之
雑
之
字
相
用
可
」
と
の
上
意
が
あ
っ

た
と
い
う
（
『
御
府
内
備
考
巻
之
五
十
二
）
。
そ
れ
以

後
、
雑
司
ヶ
谷
と
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

関
東
大
震
災
以
前
か
ら
、
畑
地
は
次
第
に
ス
プ
ロ

ー
ル
化
が
進
み
、
農
地
の
な
か
に
虫
食
い
状
態
の
よ

う
に
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
。
関
東
大
震
災
以
後
は
急

速
に
ス
プ
ロ
ー
ル
化
が
進
ん
だ
た
め
、
道
路
は
く
ね

く
ね
と
曲
り
、
き
わ
め
て
雑
然
と
し
た
住
宅
地
と
な

っ
た
。
こ
の
雑
然
と
し
た
地
域
を
堪
能
す
る
の
も
一

興
で
あ
ろ
う
。 

 
 

「
山
の
手
」
の
場
末 

江
戸
の
怪
談
物
の
代
表
作
は
四
世
鶴
屋
南
北
の

「
東
海
道
四
谷
怪
談
」（
文
政
八(

一
八
二
五)

年
、

初
演
）
で
あ
ろ
う
。
お
岩
さ
ん
の
幽
霊
で
知
ら
れ
て

い
る
が
、
江
戸
市
中
で
囁
か
れ
た
猟
奇
事
件
や
怪
談

噺
、
さ
ら
に
ゴ
シ
ッ
プ
を
盛
り
込
み
、
歌
舞
伎
狂
言

と
し
て
創
作
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
「
四
谷
怪
談
」

の
あ
ら
す
じ
を
省
く
こ
と
に
す
る
。 

第
二
幕
の
最
初
は｢

雑
司
ヶ
谷
四
ッ
谷
町
の
場
」、

伊
右
衛
門
の
浪
宅
で
あ
る
。
鹽
治
の
浪
人
民
谷
伊
右

衛
門
は
浪
宅
で
傘
張
り
の
賃
仕
事
を
し
て
糊
口
を
凌

ぎ
な
が
ら
、
邪
魔
に
な
っ
た
お
岩
を
毒
殺
し
、
先
祖

伝
来
の
妙
薬
を
盗
ん
だ
小
仏
小
平
を
殺
害
し
た
。
伊

右
衛
門
は
間
男
心
中
に
見
せ
か
け
る
た
め
、「
二
人

の
死
骸
、
戸
板
に
打
ち
付
け
す
が
た
み
の
、
川
へ
な

が
し
て
す
ぐ
に
水
葬
」。
夜
陰
に
乗
じ
て
、
目
白
通

り
を
横
切
り
、「
宿
坂
」
を
下
り
、
神
田
川
の
姿
見

橋
か
ら
投
げ
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。 

第
二
幕
は
二
人
の
死
骸
を
戸
板
に
釘
で
打
ち
付

け
、
江
戸
川
（
神
田
川
）
に
流
さ
れ
た
事
件
を
も
と

に
歌
舞
伎
狂
言
に
し
た
。
井
の
頭
の
弁
天
池
を
水
源

と
す
る
神
田
上
水
、
中
流
部
を
江
戸
川
と
称
し
、
江

戸
市
中
に
清
浄
な
「
上
水
」
飲
料
水
を
供
給
し
た
。

そ
の
上
水
に
死
骸
が
投
げ
込
ま
れ
た
の
だ
か
ら
、
江

戸
市
中
は
し
ば
ら
く
大
騒
動
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

「
す
が
た
み
」
と
は
、
江
戸
川
の
傍
に
二
か
所
の
清

浄
な
水
溜
ま
り
が
あ
っ
て
、「
姿
見
」
の
鏡
の
よ
う

に
透
明
に
映
る
こ
と
に
由
来
す
る
（
今
は
面
影
橋
と

称
し
て
い
る
）。 

さ
て
、「
切
絵
図
」
を
見
る
と
、
雑
司
ヶ
谷
に
は

「
四
谷
」
の
地
名
は
な
く
、
目
白
通
り
沿
い
に
当
初

は
町
人
が
住
む
「
四
軒
之
家
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
た
め
、「
四
家
町
」
と
名
付
け
ら
れ
、
一

帯
を
町
人
町
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
も
目
白
通

り
沿
い
に
、
豊
島
区
二
丁
目
に
小
さ
な
「
四
家
公

園
」
と
い
う
児
童
公
園
が
あ
る
。「
四
家
町
」
は
町

方
支
配
の
町
人
地
で
あ
る
。
だ
が
町
人
と
は
別
に
、

民
谷
伊
右
衛
門
の
よ
う
に
手
内
職
で
日
々
の
糊
口
を

凌
ぐ
浪
人
た
ち
に
は
脱
出
願
望
が
渦
巻
き
、
江
戸
城

下
の
「
山
の
手
」
の
疎
外
さ
れ
た
場
末
で
あ
る
。 

歌
舞
伎
狂
言
『
四
谷
怪
談
』
の
第
二
幕
の
場
面
が

「
四
谷
」
で
は
な
く
、「
切
絵
図
」
を
見
て
、
実
は

そ
の
場
面
は
「
四
家
町
」
だ
と
指
摘
し
て
も
、
そ
れ

は
た
だ
の
「
狂
言
」
の
舞
台
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な

い
か
、
そ
れ
が
ど
う
し
た
と
、
歯
牙
に
も
か
け
ら
れ

な
い
こ
と
は
十
分
に
承
知
し
て
い
る
。
だ
が
、
私
は
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目
白
通
り
を
街
歩
き
を
し
て
、
気
付
い
た
こ
と
を
そ

の
よ
う
に
指
摘
し
た
に
過
ぎ
な
い
。 

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
目
白
通
り
を
歩
い
て
い

た
ら
、
御
影
石
の
石
柱
に
「
四
家
公
園
」
と
い
う
標

札
が
あ
っ
た
。
「
切
絵
図
」
を
見
た
ら
、
そ
の
あ
た

り
の
雑
司
ヶ
谷
に
「
四
家
町
」
と
い
う
町
人
町
が
あ

っ
た
。
歌
舞
伎
の
演
題
で
「
四
家
」
で
は
格
好
が
つ

か
な
い
の
で
、
鶴
屋
南
北
は
演
題
を
あ
え
て
「
四

谷
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

「
切
絵
図
」
で
は
、
目
白
通
り
の
角
を
北
に
入
る

と
、
鬼
子
母
神
の
参
道
に
町
家
が
軒
を
連
ね
、
田
畑

に
囲
ま
れ
た
鬼
子
母
神
に
着
く
。
鬼
子
母
神
は
徳
川

将
軍
の
八
代
吉
宗
将
軍
か
ら
十
一
代
家
斉
将
軍
に
か

け
て
、
頻
繁
に
参
詣
し
た
た
め
、
諸
大
名
・
旗
本
を

は
じ
め
、
町
人
・
農
民
が
こ
ぞ
っ
て
参
詣
し
て
賑
わ

っ
た
と
い
う
。 

鬼
子
母
神
は
安
産
・
子
育
て
の
神
様
と
し
て
信
仰

さ
れ
た
。
先
祖
代
々
子
々
孫
々
と
家
の
永
続
を
願
う

老
若
男
女
に
は
参
詣
に
大
い
に
値
す
る
。
今
も
境
内

に
は
川
口
屋
と
い
う
売
店
が
あ
っ
て
、
芒
（
す
す
き
）

の
穂
で
つ
く
っ
た
み
み
ず
く
の
土
産
物
が
売
ら
れ
て

い
る
。
江
戸
期
に
は
門
前
に
料
亭
、
蕎
麦
屋
、
茶
屋

が
軒
を
連
ね
、
参
詣
人
で
賑
わ
っ
た
。
土
産
物
の
一

つ
と
し
て
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、
五
色
の
風
車
で
、

こ
ん
な
川
柳
が
詠
ま
れ
た
。 

 
 

 
 

帰
り
道
、
急
げ
ば
廻
る
風
車 

 
 
 
 

風
車
わ
る
く
廻
る
と
泊
り
が
け 

鬼
子
母
神
の
参
詣
の
帰
り
、
目
白
通
り
を
横
断

し
、
南
に
江
戸
川
へ
向
か
う
「
宿
坂
」
が
あ
る
。
こ

の
坂
道
を
下
る
と
、
平
坦
に
な
り
、
高
田
砂
利
場
村

に
大
鏡
山
南
蔵
院
が
あ
る
。
こ
の
寺
院
は
江
戸
末
期

か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
落
語
家
の
三
遊

亭
円
朝
の
「
怪
談
乳
房
榎
（
ち
ぶ
さ
え
の
き
）」
の

舞
台
で
あ
る
。 

こ
の
怪
談
は
絵
師
の
菱
川
重
信
が
南
蔵
院
本
堂
の

天
井
に
雌
竜
雄
竜
を
描
い
た
途
中
、
重
信
の
妻
を
か

ど
わ
し
た
浪
人
の
門
弟
に
よ
っ
て
江
戸
川
の
河
原
で

殺
害
さ
れ
た
。 

神
田
上
水
は
、
妙
法
寺
川
と
善
福
寺
川
が
「
落

合
」（
お
ち
あ
い
）
で
合
流
し
、
そ
の
下
流
は
水
量

を
増
し
、
広
い
河
原
と
な
っ
て
い
た
。
河
原
に
は
大

き
い
源
氏
蛍
が
飛
び
交
い
、
夏
の
蛍
狩
り
や
夕
涼
み

は
江
戸
の
一
大
名
物
だ
っ
た
。
こ
の
怪
談
噺
に
戻
せ

ば
、
前
半
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
河
原
で
殺
害
さ

れ
た
重
信
の
怨
霊
が
南
蔵
院
本
堂
に
戻
り
、
天
井
に

描
き
残
し
た
竜
の
ひ
と
み
を
描
き
、
跡
形
も
な
く
、

姿
を
消
す
と
い
う
シ
ー
ン
で
あ
る
。 

 
 

江
戸
「
山
の
手
」
の
光
と
影 

目
白
台
と
神
田
上
水
、
そ
れ
を
結
ぶ
「
宿
坂
」
は

「
切
絵
図
」
に
よ
れ
ば
、
樹
木
が
茂
り
、
昼
な
お
暗

く
、
俗
に
「
く
ら
や
み
坂
」
と
も
い
わ
れ
た
。
こ
の

坂
を
お
岩
と
小
平
の
死
体
を
夜
陰
に
乗
じ
、
戸
板
で

運
ば
れ
た
。
偶
然
と
は
言
え
、
南
北
の
歌
舞
伎
狂
言

と
円
朝
の
落
語
の
二
つ
の
怪
談
噺
の
舞
台
に
取
り
上

げ
ら
れ
ら
れ
た
。 

雑
司
ヶ
谷
と
高
田
の
町
人
町
は
江
戸
八
百
八
町
の

場
末
と
し
て
影
を
象
徴
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
だ

が
、
江
戸
の
場
末
と
し
て
影
を
象
徴
し
て
い
る
と
言

っ
て
も
、
光
と
交
叉
し
て
影
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

江
戸
川
（
神
田
川
）
と
そ
の
周
辺
は
、
江
戸
市
中
の

武
士
や
町
人
が
日
常
の
「
ケ
」
か
ら
解
放
さ
れ
る

「
ハ
レ
」（
非
日
常
性
）
の
世
界
、
日
帰
り
ピ
ク
ニ

ッ
ク
の
格
好
の
コ
ー
ス
で
、
光
が
照
射
す
る
都
市
空

間
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

江
戸
川
付
近
は
日
帰
り
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
コ
ー
ス
で

あ
る
。
対
岸
に
早
稲
田
の
田
圃
を
見
な
が
ら
、
江
戸

川
橋
の
は
る
か
手
前
に
両
側
を
石
で
組
ま
れ
た
大
洗

堰
（
お
お
あ
ら
い
の
せ
き
）
が
あ
る
。
こ
の
堰
で
上

水
と
河
水
に
分
水
さ
れ
た
。 

豊
富
な
上
水
は
江
戸
市
中
の
飲
料
水
と
な
る
。
河

水
は
神
田
川
、
江
戸
城
の
外
堀
を
流
れ
、
隅
田
川
に

注
ぐ
。
す
で
に
神
田
川
（
江
戸
川
）
に
沿
っ
て
江
戸

川
公
園
が
あ
り
、
花
見
の
名
所
で
あ
る
。 

 

江
戸
川
橋
の
北
側
に
は
今
も
そ
れ
ほ
ど
広
く
な

い
目
白
坂
（
旧
道
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
登
る
と
、

坂
上
に
目
白
不
動
を
祀
っ
た
た
長
谷
寺
が
あ
っ
た
。

江
戸
市
民
の
信
仰
を
集
め
た
だ
け
で
は
な
く
、
境
内

に
は
料
理
屋
や
茶
店
が
並
び
、
江
戸
市
中
を
一
望
出
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来
る
格
好
の
景
勝
地
だ
っ
た
。
だ
が
、
廃
寺
と
な

り
、
目
白
不
動
は
金
乗
院
（
新
長
谷
寺
）
に
移
さ
れ

て
い
る
。 

十
月
の
夜
、
目
白
通
り
を
歩
き
、
目
白
駅
に
向
か

お
う
と
し
た
。
そ
の
途
中
、
鬼
子
母
神
に
向
か
う
、

飾
り
の
つ
い
た
万
燈
（
ま
ん
ど
う
）
を
先
頭
に
、
近

在
の
信
者
が
各
地
か
ら
「
講
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
毎

に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、
「
南
無
妙

法
蓮
華
経
」
と
お
題
目
を
唱
え
て
参
拝
す
る
盛
大
な

御
会
式
に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
日
は
日
蓮

の
入
滅
の
日
だ
っ
た
と
い
う
。 

鬼
子
母
神
社
殿
で
は
祖
師
像
に
お
餅
を
供
え
、
昼

夜
読
経
す
る
と
い
う
が
、
帰
り
を
急
い
で
い
た
の

で
、
社
殿
ま
で
見
物
に
行
か
な
か
っ
た
。
近
隣
の
小

学
校
で
は
、
そ
の
日
が
近
づ
く
と
、
子
ど
も
は
学
校

の
休
み
時
間
に
な
る
と
、
一
斉
に
二
本
の
棒
で
セ
ル

ロ
イ
ド
の
筆
箱
を
叩
い
て
興
じ
て
い
る
と
い
う
。
学

校
行
事
の
学
芸
会
や
運
動
会
と
は
異
な
り
、
子
ど
も

は
日
々
の
「
ケ
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
地
域
の
「
ハ

レ
」
の
日
が
待
ち
ど
お
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

か
つ
て
、
目
白
台
と
神
田
川
の
周
辺
を
街
歩
き
し

た
。
タ
ウ
ン
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に
は
格
好
の
舞
台
だ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
江
戸
時
代
の
残
像
と
、
現
在
に
至

る
歴
史
的
な
変
容
を
物
語
る
「
都
市
空
間
」
だ
っ

た
。
こ
の
「
都
市
空
間
」
は
自
然
と
の
共
生
か
、
あ

る
い
は
改
修
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
治
世

者
の
統
治
と
開
発
、
演
劇
の
脚
本
家
に
よ
る
描
写
、

生
活
者
の
生
き
た
営
み
に
よ
る
所
産
に
他
な
ら
な

い
。 そ

こ
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
、
確
か
に
「
環
境
」

や
「
立
地
」
が
良
い
と
か
、
悪
い
と
か
い
う
点
で

は
、
日
常
生
活
に
直
接
の
「
意
味
」
を
持
つ
に
違
い

な
い
。
だ
が
、「
都
市
空
間
」
が
ハ
イ
マ
ー
ト
（
故

郷
）
と
し
て
「
意
味
」
を
も
つ
の
は
、
何
よ
り
も
そ

こ
に
自
ら
の
「
人
生
の
意
味
」
を
主
体
的
に
問
い
か

け
、
行
動
的
に
働
き
か
け
た
場
合
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動
性
、
流
動
性
）
の
顕
著

な
時
代
に
ハ
イ
マ
ー
ト
は
生
ま
れ
育
っ
た
地
に
た
だ

郷
愁
を
覚
え
る
場
所
に
留
ま
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

ハ
イ
マ
ー
ト
は
「
場
所
へ
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
愛

着
」（
レ
ン
ツ
・
ロ
ー
マ
イ
ス
）
を
持
つ
「
都
市
空

間
」
で
あ
り
、
人
間
的
な
交
流
を
通
し
て
実
現
さ
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
（
地
域
社
会
）
も
ま
た
「
都
市
空

間
」
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
自
ら
住
む
「
都
市

空
間
」
に
人
生
に
「
意
味
」
を
与
え
な
け
れ
ば
、
人

生
を
通
り
過
ぎ
る
た
だ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
通
過

駅
）
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。 

目
白
通
り
沿
い
に
は
関
東
大
震
災
後
に
松
の
木
で

建
て
ら
れ
た
と
い
う
酒
屋
を
見
か
け
た
。
今
で
も
天

井
に
松
脂
が
出
て
く
る
と
い
う
。
佃
煮
屋
や
畳
屋
、

さ
ら
に
鳥
屋
、
そ
の
店
の
軒
先
に
雉
が
吊
り
下
げ
ら

れ
て
い
た
。
古
く
か
ら
に
伝
統
を
守
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
が
、
次
第
に
高
層
ビ
ル
が
建
ち
、
一
階
に
高

級
レ
ス
ト
ラ
ン
、
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
（
高
級
既
製
服
）

の
店
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
二
階
以
上
は
お
そ

ら
く
分
譲
か
、
賃
貸
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス

で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
、
分
譲
方
式
の
中
高
層
の
マ

ン
シ
ョ
ン
も
建
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
の
「
都

市
空
間
」
と
し
て
の
情
緒
も
景
観
も
一
変
し
、
白
髪

混
じ
り
の
年
寄
り
に
な
っ
た
我
が
身
は
、
確
実
に
浦

島
太
郎
の
心
境
に
な
り
、
た
だ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
と
実
感
す
る
の
で
あ
ろ
う
。 
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ジ
パ
ン
グ
円
は
金
本
位
制(

？) 

新 

井 
 
 

宏 

 

三
十
年
以
上
も
前
か
ら
、
世
界
各
地
、
各
時
代
の

い
ろ
い
ろ
な
金
属
の
生
産
量
や
価
格
の
歴
史
を
調
べ

て
い
る
が
、
こ
ん
な
こ
と
に
精
力
を
注
い
で
い
る
研

究
を
見
掛
け
な
か
っ
た
。 

そ
れ
な
ら
私
が
や
っ
て
み
よ
う
。 

 

最
大
の
ネ
ッ
ク
は
「
古
代
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
鉄
の
価
格
を
示
す
「
史
料
」
な

ど
最
近
ま
で
一
つ
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。 

そ
れ
が
最
近
一
件
だ
け
で
あ
る
が
、
英
国
ハ
ド
リ

ア
ヌ
ス
長
城
の
ヴ
ィ
ン
ド
ラ
ン
ダ
要
塞
か
ら
出
土
し

た
八
五
三
枚
木
片
中
に
「
鉄
九
〇
ポ
ン
ド
が
三
二
デ

ナ
リ
ウ
ム
」
と
読
み
取
れ
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。 

永
年
探
し
求
め
て
い
た
史
料
が
一
件
だ
け
で
は
あ

る
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
昨
年
末
た
っ
た
一
件

の
史
料
に
基
づ
き
『
た
た
ら
研
究
』
に
十
三
頁
に
も

及
ぶ
長
文
の
論
文
を
載
せ
た
。
そ
の
筆
者
の
心
意
気

を
評
価
し
て
貰
い
た
い
。 

ま
あ
、
そ
ん
な
こ
と
は
良
い
と
し
て
、
金
属
価
の

収
集
は
現
代
ま
で
及
ん
で
お
り
、
時
々
、
そ
の
資
料

を
眺
め
て
い
る
。 

 

そ
し
て
不
思
議
な
こ
と
に
気
が
付
い
た
。 

 

ド
ル
で
示
し
た
円
の
価
格
と
金
の
価
格
が
完
全
に

同
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
通
貨
は
日
本
の

円
以
外
に
は
全
く
無
い
。
い
わ
ば
、
ジ
パ
ン
グ
円
だ

け
が
金
本
位
制
の
も
と
に
あ
る
か
の
よ
う
な
の
だ
。 

 

各
通
貨
で
買
え
る
金
の
量
を
年
次
別
に
示
す
。 

百
ド
ル
で
買
え
る
金
は
一
・
八
七
㌘
か
ら
二
・
六

九
㌘
ま
で
激
し
く
変
動
し
て
い
る
の
に
、
一
万
円
で

買
え
る
金
は
二
・
二
二
㌘
か
ら
二
・
三
四
㌘
に
ず
っ

と
納
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。。 

 
 

一
万
円
等
価 

 

百
ド
ル
等
価 

二
〇
一
二
年 

金
二
・
三
四
㌘ 

金
一
・
八
七
㌘ 

二
〇
一
三
年 

金
二
・
二
八
㌘ 

金
二
・
二
三
㌘ 

二
〇
一
四
年 

金
二
・
三
二
㌘ 

金
二
・
四
六
㌘ 

二
〇
一
五
年 

金
二
・
二
二
㌘ 

金
二
・
六
九
㌘ 

二
〇
一
六
年 

金
二
・
二
九
㌘ 

金
二
・
四
八
㌘ 

二
〇
一
七
年 

 

金
二
・
二
五
㌘ 

金
二
・
五
六
㌘ 

 

こ
ん
な
こ
と
を
次
号
の
『
ま
ん
じ
』
に
書
い
た
の

で
「
埋
め
草
」
と
し
て
載
せ
る
。 


